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はじめに
　大正12（1923）年，関東大震災以降，書物
は単行本や全集，文庫本など，それまで以上
に多様な形態で刊行されている。夏目漱石
（以下，漱石）の『吾輩は猫である』（以下
『猫』）はその刊行歴を辿ると，初刊本は明治
38（1905）年に大倉書店・服部書店から刊行
され，その後増刷を繰り返し，明治44
（1911）年に縮刷本として，また漱石が死去
した翌年，大正６（1917）年に漱石全集の中
に組み込まれている。昭和初期においての
『猫』は，漱石全集として，また円本全集と
して，さらには縮刷本として刊行されていた
が，昭和５（1930）年に全集に属さない単行
本として再刊本が刊行された。本研究は，こ
れらの多様な出版形態の中の本文組版に着目
し，円本全集のように大量生産を目的とした
書物に見られる量産型組版と，純粋造本と呼
ばれる書物に見られる手工型組版を比較しつ
つ，『猫』再刊本の本文組版を考察する。
『吾輩は猫である』再刊本
　再刊本はその跋文に岩波書店に出版権が昭
和５（1923）年に獲得されたことを機に刊行
されたとある。また，同じく跋文より安価に
刊行できたとあるが，これは大正６（1917）
年に漱石全集刊行会から刊行された漱石全集
の紙型を使うことで，新たに活字組版を行わ
ずに印刷できたためであり，それぞれの紙面
を比較すると本文のみならずノンブルまで一
致することが確認できる。
　再刊本の書誌について，初版発行日が昭和
５（1930）年10月15日，発行所は岩波書店，
印刷所は凸版印刷株式会社，『猫』の全10章

が収録されている。ページ構成は本文が463
ページ，装幀者は跋文より岩波書店の岩波茂
雄と推察できる。再刊本の本文設計（表参
照）は活字の書風やインクのにじみに加えて，
総ルビであることから紙面の黒みが強いが，
当時の照明器具等の読書環境を想像すると適
切な設計という見方も考えられる。
円本全集
　再刊本の比較分析として，当時，読者層が
最も多かったと推察される円本全集を取り上
げる。円本とは，大正15（1926）年改造社か
ら配本された文学全集を皮切りに，各出版社
から１冊１円で刊行された全集のことで，
ジャンルは文学作品だけでなく，美術，思想，
経済など多様であり，一大ブームとなった。
関東大震災以後に大衆が活字に飢えていたこ
とや大量生産が可能となった印刷技術がこの
ブームの背景にある。円本全集は数多く刊行
されているが，ここでは『現代日本文学全
集』『世界文学全集』『明治大正文学全集』
『現代大衆文学全集』を取り上げる。
　『日本現代文学全集』，ここでは『猫』が
収録されている第19編の書誌について，初版
発行日が昭和２（1927）年６月５日，発行所
は改造社，印刷は秀英舎，収録作品は『猫』
の抄とその他，漱石の作品13点である。ペー
ジ構成として本文404ページ，装幀者は杉浦
非水である。本文設計（表参照）において，
行間は一定の数値で計測できなかったが，当
時の組版に使用された誤差と一致する幅のイ
ンテルが存在しているため，一概に経年劣化
とは決められない。『世界文学全集』第12巻
『レ・ミゼラブル⑴』の書誌について，初版
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発行日が昭和２（1927）年３月15日，発行所
は新潮社，印刷所は富士印刷，収録作品は
『レ・ミゼラブル』の第１部と第２部，ペー
ジ構成は本文が508ページ，装幀者は恩地孝
四郎である。本文設計（表参照）の特徴とし
て，カタカナの拗促音が半角で組まれている
点があげられる。『明治大正文学全集』，ここ
では『猫』が収録されている第27巻の書誌に
ついて，初版発行日が昭和２（1927）年９月
15日，発行所は文学作品の代表的な出版社で
ある春陽堂，印刷所は日東印刷，収録作品は
『猫』の抄を含む漱石の作品９点である。
ページ構成として，本文622ページ，装幀者
は『世界文学全集』と同様，恩地孝四郎であ
る。本文設計（表参照）は『世界文学全集』
との共通点が多く見られるが装幀者が同じと
いう点からの理由が推察される。『現代大衆
文学全集』第３巻の書誌について，初版発行
日は昭和２（1927）年10月５日，発行所は平
凡社，印刷所は平凡社印刷部，収録作品は江
戸川乱歩の作品が18作品，ページ構成は本文
が1045ページ，装幀者は限定できない。本文
設計（表参照）は版面面積率も大きくなく，
またノドが開きやすい製本方法が選択されて
いるため，厚みのある造本ではあるが，可読
性は情報量に阻害されていない。

純粋造本
　純粋造本は堀辰雄，江川正之（江川書房），
野田誠三（野田書房）によって，昭和初期に
確立された手法である。円本全集とは対極に
あるようにも思われるこれらの書物の本文組
版も分析対象として取り上げ考察を試みる。
取り上げる書物は，昭和７（1932）年２月20
日に江川書房より刊行され，印刷は白井赫太
郎，定価２円の堀辰雄『聖家族』，昭和11
（1936）年４月25日に野田書房より刊行され，
印刷は赤塚三郎，頒価５円の芥川龍之介『地
獄變』，そして昭和13（1938）年４月10日に
野田書房より刊行され，印刷は松村保，定価
２円の堀辰雄『風立ちぬ』である。それぞれ
の本文設計は表を参照されたい。
おわりに
　明治から昭和初期にかけての傾向として，
判型には大きな差はないが，時代が進むにつ
れ，版面面積率は増加が見られ，活字は小さ
く，行間が狭くなっている。『猫』の再刊本
はどの項目も円本全集と純粋造本の中間値を
示している。円本全集が工業化社会における
大量生産された書物とするならば，純粋造本
は限定版出版を主としたウィリアム・モリス
のプレヴェートプレス的な書物であり，再刊
本は工業化社会を受け入れつつも可読性を重
視した書物本文組版だと言える。
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